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発生動向総覧
〈第11週コメント〉3月20日集計分
◆全数報告の感染症

1類感染症：報告なし
2類感染症：細菌性赤痢9例（推定感染地域：インド3例、インドネシア2例、カンボジア、ベトナム各1例、

不明2例）、腸チフス2例（推定感染地域：その他1例、不明1例）
3類感染症：腸管出血性大腸菌感染症6例（うち有症者3例）
4類感染症：アメーバ赤痢8例（推定感染地域：国内4例、インドネシア2例、不明2例）

クリプトスポリジウム症1例、劇症型溶血性レンサ球菌感染症1例（血液培養、71歳）
ジアルジア症1例（推定感染地域：シリア）、髄膜炎菌性髄膜炎2例（71歳、17歳、ともに型別
不明）、ツツガムシ病1例、破傷風1例（77歳）、レジオネラ症1例
急性ウイルス性肝炎10例 A型7例（推定感染地域：すべて国内）

B型3例（推定感染経路：すべて性的接触）
後天性免疫不全症候群10例（無症候7例、AIDS 1例、その他2例）

感染経路：性的接触7例（同性間4例、異性間3例）、不明3例
推定感染地域：国内6例、ガーナ1例、不明3例

梅毒1例（早期顕症）

◆定点把握の対象となる4類感染症（週報対象のもの）
マイコプラズマ肺炎の定点当たり報告数は増加し、過去3年間の同時期の平均の2倍を超えた。都道府県別で
は、青森県（2.3）が前週の2倍、沖縄県（1.4）は10倍と報告数が多い。他の疾患の定点当たり報告数は、過去5年
間の同時期と比べて多くなってはいない。A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たりの報告数は引き続き増加を
続け、石川県（4.6）を始め5県で3.0を超えた。感染性胃腸炎の報告はわずかに増減しつつ幅広いピークを形成し
ている。依然として宮崎県（25.3）、大分県（21.1）からの報告が多く、23の都道府県から2桁の報告があった。麻
疹（成人麻疹を除く）の定点当たり報告数は微増し、宮崎県（0.8）、福島県（0.6）、鹿児島県（0.4）、徳島県（0.4）か
らの報告が多い。成人麻疹も増加し、東京都（0.2）、千葉県（0.2）などの首都圏から約半数が報告されている。手
足口病の定点当たり報告数は全国レベルでは多くないが、宮崎県（1.9）と福井県（1.6）からの報告が増えている。
風疹は岡山県（0.4）からの報告がさらに増え、急性出血性結膜炎は長崎県（0.6）からの報告数が倍増している。
流行性角結膜炎の定点当たり報告数もわずかに増え、鹿児島県（2.8）、高知県（2.3）、群馬県（2.3）からの報告が
多い。水痘の定点当たり報告数はほとんど変化がないが、都道府県別で沖縄県（7.7）と宮崎県（4.4）からの報告
が特に多い。インフルエンザは、10週ぶりに定点当たり報告数（9.84）が10を下回った。大阪府以西では減少の速
度がゆるやかになった県が多いのに対し、関東地方では順調に減少している。都道府県別では、山形県（31.7）、
秋田県（31.0）、佐賀県（30.8）の3県からの報告が多く、特に佐賀県は4週連続して増加を続けている。
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（注）グラフの横軸は各疾患の定点当たり報告数（報告総数/定点総数）を表す。疾患によって目盛りのスケールが違うことに注意。

◆最近の注目疾患ー5週間の動き
咽頭結膜熱、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、伝染性紅斑の定点当たり報告数
は前週に比べて増加した。インフルエンザ、水痘の定点当たり報告数は前週に比べて減少した。
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〈2月コメント〉

◆性感染症について（3月11日集計分）
2003年2月の月別定点当たり患者報告数は、性器クラミジア感染症が3.39（男1.39、女2.00）、性
器ヘルペスウイルス感染症が0.79（男0.35、女0.44）、尖形コンジロームが0.48（男0.26、女0.22）、
淋菌感染症が1.51（男1.15、女0.36）で、4疾病のうち、男性では性器クラミジア感染症および淋菌
感染症、女性では性器クラミジア感染症が多かった（図1）。前月に比べ、男性で淋菌感染症が減
少した以外は、いずれも横ばいあるいは若干減少している（25～28ページグラフ総覧参照）。
過去3年間の同時期と比較すると、女性で淋菌感染症が平均＋1標準偏差（SD）を超えている

（図2）。
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図1. 各性感染症が総報告数に占める割合（2月）

図2. 性感染症の定点当たり報告数（2月）/過去3年間との比（log）
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図3. 性感染症の年齢階級・性別グラフ

定点当たり報告数を年齢階級別に比較すると（図3）、いずれの疾病でもピークは20～29歳にあ
ったが、性器ヘルペスウイルス感染症では50歳代以降の高年齢層からの報告も少なくない。淋
菌感染症ではいずれの年齢層でも男性の占める割合が高いが、他の3疾患では若年齢層で女
性の報告者数が多い傾向が認められた。（2月の性感染症定点総数は922）
感染症法が施行された1999年4月以降について、若年齢層（15～29歳）での各性感染症の定

点当たり報告数を月別男女別に図4に示した。例年同様、冬季に減少が見られる。

注：本発生動向調査で得られる性感染症患者報告数および解析結果は、現在の定点構成に
基づく制限のもとに解釈される必要がある。
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◆薬剤耐性菌感染症について（3月11日集計分）
【注】（ ）内の+、－、=は、前月に比し定点当たり報告数のそれぞれ増加、減少、不変を表す。

2月の基幹定点総数：464．
2月の定点当たり報告数：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）感染症　3.89（+）

ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSP）感染症　0.86（-）
薬剤耐性緑膿菌感染症　0.09（-）

年齢階級別：MRSA感染症 ･･･････････高齢者に多く、65歳以上が全体の73%を占めている。
累積でも65歳以上が72%に上る。

PRSP感染症 ････････････1～4歳（0.31）が最も多く、5歳未満が50%を占めている。
累積でも1～4歳（0.77）が最も多い。

薬剤耐性緑膿菌感染症･･･約半数が60歳以上に見られ、65歳以上が全体の53%
を占めている。累積では、65歳以上が48%を占める。

性　別：定点当たりの報告数で男性の女性に対する比率を見た場合、MRSA感染症では
1.8倍、PRSP感染症では1.3倍、薬剤耐性緑膿菌感染症では3.0倍上回っている。

都道府県別：MRSA感染症･･･････････富山県（9.00）からの報告が25%増加し、高知県（8.43）
からの報告も引き続き多い。累積でも、高知県（16.86）
と富山県（16.20）からの報告が多い。

PRSP感染症 ････････････富山県（4.60）からの報告が多く、千葉県（2.00）からの
報告は著減した。累積では千葉県（10.89）からの報告
が最も多い。

薬剤耐性緑膿菌感染症･･･岩手県（0.50）、佐賀県（0.33）からの報告が多い。累積
では、佐賀県（0.83）と東京都（0.80）からの報告が多い。

月　別：MRSA感染症の定点当たり報告数は、3カ月ぶりに前年の同時期（3.68）を上回った。
PRSP感染症の定点当たり報告数は、7カ月ぶりに前年の同時期（1.01）を下回った。

◆結核サーベイランス月報（3月24日集計分）
2月の新登録患者数は2,323人、活動性肺結核患者は1,903人（うち喀痰塗抹陽性患者は927

人）であった。
また、新登録患者数に含まれない（統計的には別掲扱い）マル初*は432人、非定型抗酸菌陽
性者数は221人であった。

*マル初…結核の感染が強く疑われ発病予防のための治療を受けている者であって、正確に
は結核発病者ではない。

コメントは結核研究所の結核発生動向調査結果報告（http://www.jata.or.jp/tbmr/tbmr.htm）をご
覧下さい。
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注目すべき感染症

◆インフルエンザ

2002/03シーズンは2003年第4週をピーク（定点当たり報告数は38.7）に減少してきている。しか
しながら、減少の仕方は緩やかになってきている。特に山口県、福井県、佐賀県、鳥取県、愛媛
県など12の都道府県では、第10週よりも定点当たり報告数は増加していた。
病原体ではA香港型（H3N2）が分離されたウイルスの大半を占めているが、B型も分離報告が

ある。Aソ連型（H1N1）については、今シーズンの分離報告は未だない。
インフルエンザの総合的な情報については、以下のURLを参照されたい。
○http://idsc.nih.go.jp/others/topics/newpage2.html

◆インフルエンザ警報・注意報

第11週においては、全国で注意報基準値を超えている保健所は63カ所、警報基準値を超えて
いる保健所は146カ所であり、注意報、警報ともに減少しつつあるが、地域により依然流行が残っ
ているところもみられる。感染症発生動向調査では、同週1週間の全国レベルでの定点当たり報
告数は9.8となり、10を切った。流行曲線の傾きはやや緩やかで幅が広くなっており、B型ウイルス
による影響と考えられる。
警報・注意報の地図情報については、以下のURLを参照されたい。
○http://idsc.nih.go.jp/others/topics/inf-keiho/trend02.html
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病原体情報
＊グラフはIASRホームページ（http://idsc.nih.go.jp/iasr/index-j.html）からの引用です。

（2003年3月20日現在報告分）

◆インフルエンザウイルス 2002/2003シーズン

AH3型ウイルスは、2003年第2、3週をピークに、以後減少している。これまでに計3,877件（PCR
のみの検出29件を含む）報告され、このうちN型別された227件はすべてN2であった。B型ウイル
スは第2週より増加し始め、第4～6週を中心に多数の報告があり、これまでに計1,058件（PCRの
みの検出8件を含む）報告されている。第6～10週の各型の報告数（B：AH3）は176：170、102：
79、92：56、72：30、34：9で、第6週以降はB型がAH3型ウイルスを上回っている。AH1型ウイル
スの報告はまだない。

◆冬季の感染性胃腸炎関連ウイルス 2002/2003シーズン

小型球形ウイルス（SRSV）は2002年第44～51週にかけて報告が多かったが、2003年の年明け
以降は減少している。検出報告は計890件で、内訳はノーウォーク様ウイルス（NLV）genogroup II
が632件（愛媛県101、岩手県63、滋賀県41など）と大部分を占め、その他NLV genogroup I が
25件（広島市5、熊本県4など）、NLV genogroup不明が205件（山形県142など）、サッポロ様ウイ
ルス（SLV）が8件（大阪市4など）、電顕による検出が20件（栃木県7など）である。ロタウイルスは、
第3週より報告が増加し始め、第5週以降SRSVとほぼ同数が報告されている。これまでにA群が
151件（東京都23、岩手県20など）、C群が3件（岩手県2など）、群不明（電顕による検出）が10件
（愛媛県7など）報告されている。
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◆重症急性呼吸器症候群（SARS）の国別発生数

・累積症例数は死亡数を含む
・重症急性呼吸器症候群（SARS）は除外診断であるので、症例の報告状況は時々刻 と々変わり
うる。したがって以前に報告された症例でも、その後の調査と経過観察により削除される可能
性がある。

a  各国の公衆衛生当局は、地域内において感染伝播鎖の確認された地域をWHOに報告してい
る。これらは、伝播確認地域のリストに示されている。

b  死亡例31例を含み792例が平成14年11月16日～平成15年2月28日の間に広東省から報告され
ている。症例数は調査によるものと病院からの報告の単純合計であり、SARSの「疑い例」と「可
能性例」の両者を含んでいると考えられる。

c  国ごとの症例定義の違いにより、「可能性例」は米国を除くすべての国から報告されており、米
国では調査中の疑わしい例を報告している。

d  香港における死亡例はベトナムから医療移送された1例を含む。

速報

 国 名�

カナダ�

中 国（広東省）�

香 港（中国特別行政区）�

台 湾（中国）�
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ドイツ�

イタリア�

アイルランド共和国�
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シンガポール�

スイス�

タイ�
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◆中国旅行での赤痢菌の混合感染事例－松山市

2002年11月2日に松山市内の医療機関より、70歳の男性を細菌性赤痢と診断したとの届け出
があった。患者は10月下旬から7日間の日程で中国ツアー（北京、敦煌、トルファン、ウルムチ）に
参加していた。旅行中の10月29日から下痢、腹痛を発症し、帰国後、10月30日に血便が認めら
れたため、医療機関を受診した。検便の結果、11月2日に赤痢菌（Shigella flexneri 1a）が分離
された。届け出患者は旅行中の感染が考えられること、このツアーでは旅行中、宿泊、食事、行
程等はすべて同じであったことから、添乗員を含む27名を対象に健康調査を実施した。
参加者のうち、松山市内在住者21名は当保健所で、隣接する町在住者6名は県松山中央保健
所で調査した結果、旅行中に25名が下痢を発症していたことが判明し、帰国後も下痢、発熱等
の症状を有していたものが多かった。
11月2～3日、届け出患者と医療機関を受診した2名を除く25名の検便を実施した結果、5名か
ら赤痢菌が分離された。11月6日、医療機関を受診した1名についても細菌性赤痢と診断され、
新たに保健所に届け出られた。届け出患者を含め7名から8株の赤痢菌が分離され、患者家族
の健康調査と検便を行ったが、感染者は確認されなかった。
旅行中、参加者は現地でペットボトル入りミネラルウォーターを購入し、生水は飲用していなか

った。ホテルや飲食店での食事は主に加熱された料理、野菜サラダ、果物類で、現地の農家訪
問では、果物や焼き菓子を提供されていたが、患者の感染源となった施設や食品等は特定され
なかった。
分離された赤痢菌8株は、血清型別試験によりS. flexneri 4a 4株、S. flexneri 1a 1株、S.

dysenteriae 2  2株およびS. sonnei 1株と判定された。
S. flexneri 4aは型血清ではIV、群血清では7, 8に凝集が認められた。患者1名からは、S.

sonnei、S. dysenteriae 2の2種類が分離された。S. dysenteriae 2の生化学的性状は乳糖（-）、白
糖（-）、運動性（-）、ガス（-）、インドール（+）、リジン（-）、マンニット（-）で定型的な赤痢菌の性状を
示したが、病原大腸菌免疫血清混合7、O112acに凝集が認められ、PCR法でipaHおよびinvE遺
伝子を確認した。
センシディスク法（BBL）で、12種類の抗菌剤（ABPC、CTX、KM、GM、SM、TC、CP、CPFX、
TMP、NA、FOM、ST）に対する感受性試験を実施した。S. flexneri 1aはABPC、SM、TC、
TMP、NA、STの6剤に、S. flexneri 4aはABPC、SM、TC、CP、TMP、NA、STの7剤に、S.
dysenteriae 2はTCに、S. sonnei はSM、TC、TMP、STの4剤に耐性を示した。
制限酵素XbaIを用いたパルスフィールド電気泳動（PFGE）法による遺伝子パターン型別では、

S. flexneri 4a 4株とS. dysenteriae 2  2株はそれぞれほぼ同一のパターンを示しており、このことから
同一の菌種が分離された患者は同じ感染源に曝露されたことが推察された。今回の事例は、同
一集団から異なる赤痢菌種が同時に分離された混合感染が考えられた。

松山市保健所　
林　恵子　廣方ゆり 重松光也　上田哲郎　渡邉郁雄　篠原正史
西尾　功　尾h陽子　玉乃井敏夫　近藤弘一　中村清司　芝　信明　竹之内直人

愛媛県松山中央保健所
上田　昭　新山徹二　松前明彦　松田　均　大瀧　勝
愛媛県立衛生環境研究所　
井上博雄　大瀬戸光明　田中　博　青木紀子

（IASR2003年4月号掲載予定記事より抜粋、詳細は同号参照）
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海外感染症情報

●重症急性呼吸器症候群（SARS）流行
WHO/CSR 2003年3月22日
SARSのウイルスが分離された。新たな診断法は信頼に足る結果を得ている。
香港大学微生物学部の科学者グループは本日、重症急性呼吸器症候群SARSを起こす原因

ウイルスの培養に成功したと発表した。SARSの病原体は、Paramyxoviridae科に属すると考えら
れている。昨日カナダの研究グループは、この科に属するMetapneumovirusが原因ではないかと
する発表を行った。現時点では、SARS流行の原因が他の科に属する別のウイルスである可能
性は完全には除外できない。他の研究グループで、原因ウイルスが他のウイルス科に属すること
を示唆する所見を得ているところもある。
SARSは最初2003年2月中旬にアジアで発見された新興感染症であり、これまでに3大陸で380
名以上が罹患し、大部分の症例で重症肺炎を起こしている。感染国と患者数、死亡者数の積算
リストが連日WHOウェブサイトに掲載される。
現在のデータでは、現在の報告症例の半分以上が医療関係者と医学生であることを示してい

る。残りは家族や、患者と密接な接触があった者である。
5名の専門家からなるWHOチームが、中国で起きた、医療関係者と患者と密接な接触があっ

た人の集団での流行が今回のSARS流行と関連があるかどうかを調査中である。
現在のところ、香港は最も流行が深刻な地域である。当局は、患者と密接な接触があった医

療関係者、医学生、家族、見舞い客から発生した総計222例の発生を報告している。このうち217
名が肺炎症状を呈し、多くが重態である。

●ニジェールでの髄膜炎菌性疾患
WHO/CSR 2003年3月13日
2003年3月9日現在ニジェール保健省は、2003年2月から始まった流行により、累計で195名の

死亡者を含む2,056名の感染患者を報告した。ニジェール国内の42地域中、Magaria, Aguie,
Matameyeの3地域で流行閾値に達し、Madarounfa, Madaoua, Tahoua, Mirriahの4地域で警戒状態
にある。これらの地域で得られた検体の検査の結果、髄膜炎菌Neisseria meningitidis 血清型A群
が確認された。
国境なき医師団の支援の下で、集団接種キャンペーンが行われている。国際赤十字は250,000
人分のワクチンを提供している。

＊関連の情報やさらに詳しい情報については、FORTHホームページ（http://www.forth.go.jp/）をご覧下さい。
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●コンゴ共和国でのエボラ出血熱－更新8
WHO/CSR 2003年3月14日
2003年3月14日金曜日までにコンゴ共和国保健省はCuvette Ouest地域Mbomo地区および

Kellé地区で、118名（検査診断13名、疫学的関連105名）の患者と、106名の死亡者を報告した。
検査はガボンのFranceville医学研究国際センター（CIRMF）で実施された。
Cuvette Ouest地域で保健省とWHOおよび国際チームは、エボラ出血熱の治療法を医療従事

者に訓練し、患者との接触者を追跡し、必要な医療器具を供給することを継続している。首都ブ
ラザビルでは、ウイルス性出血熱患者の臨床介護のために医師および看護婦訓練を対象とした
ワークショップが開催された。ドイツ・ハンブルグのBernhard-Nocht研究所、フランス・パリ国立歴
史自然博物館科学研究国立センター、米国・アトランタのCDC、ベルギー・アントワープの熱帯病
学研究所、イギリス・ロンドンのロンドン衛生熱帯医学校、国境なき医師団（MSF、オランダ）、米国
ワシントン州立大学からなるGlobal Outbreak Alert and Response Networkの専門家らは、保健省の
流行管理を援助している。

●ケアンズでのデング熱－更新
Eurosurveillance 2003年3月20日
2003年3月19日現在、ケアンズで85名の患者が確認された。今回の流行では、ケアンズ市外

での新規患者は報告されていない。
現在流行している地域は、Parramatta Park, Manunda, Cairns North, Yorkeys Knob, Trinityビー
チである。
2003年2月に流行が始まって以来、市内と北部海岸地域の郊外の一部でデング対策チームは、
住民に対し、蚊の繁殖場所を除去するよう一軒一軒依頼してまわった。また、家屋を殺虫剤噴霧
し、流行地と流行の可能性のある地域の住民に、蚊取り線香と防虫剤を使用するようアドバイス
している。
デング出血熱の患者は報告されていない。しかし、ケアンズでの1997～99年の前回の流行で
デング熱に感染した人は、今回の流行で再度デング熱に感染すると出血熱を起こす可能性があ
る。過去にデング熱の感染既往があり、血清型の異なるデング熱に感染した場合にデング出血
熱を起こす場合があり、死亡する可能性がある。
オーストラリアへの旅行者は、デング熱や他の蚊によって感染する疾患を予防するため、蚊の
刺咬を防ぐ方法に留意する必要がある。



◆感染性胃腸炎

感染性胃腸炎（Infectious gastroenteritis）という診断名は、多種多様の原因によるものを包含
する症候群であり、旧感染症発生動向調査ではウイルスまたは細菌による感染性胃腸炎を一括
したものであるとの記載があり、特に病原体分離により実態を明らかにすることが望まれるとの但
し書きが付いている。また、旧調査では乳幼児、特に6カ月から18カ月くらいの月齢のものを、特
にロタウイルスによるものをサーベイする目的で乳児嘔吐下痢症として別の枠で発生動向調査を
行っていたが、このなかには、小型球形ウイルス（small round structured virus；SRSV）によるもの
も多数包含されており、また感染性胃腸炎の範疇でもロタウイルス性のものが多く報告されている
という事実から、感染症法施行後、これらが一括されて調査対象となっている。すなわち、臨床上
の診断名よりはサーベイランス上の症候群名という色彩が強い。

疫　学
感染性胃腸炎という概念は、欧米でのInfectious diarrheaという概念に当てはまるが、この概念は
基本的に鑑別診断をすすめる上での出発地点であり、起因病原体別に、あるいは、散発、アウト
ブレイク、食品媒介感染といったその発生状況などから分類される。本疾患は、サーベイランス
のための疾患概念であるが、多種多様な病原体の関与が想定され、一定の疫学パターンをとら
ないことが予想される。しかしながら、過去のデータからすると、例年初冬から増加し始め12月頃
に一度ピークができた後、春にもう一つなだらかな山ができ、その後初夏までだらだらと続き、年
によってはもう一度小さなピークができた後、減少していくという流行パターンをとっている。ウイル
ス性、特にSRSVによる流行が12月のピークを形成し、その後春のピークはロタウイルスによって形
成され、腸炎ビブリオなど細菌性のものやいわゆる食中毒によるものが夏期の原因になっている。
すなわち、地域での散発、流行疾患として、あるいは食品媒介感染症の一部を捉えているものと
考えられる。報告数から考えるとウイルス性の報告が多いため、罹患年齢は幼児及び学童期が
中心となっている。

病原体
多くの細菌、ウイルス、寄生虫が本疾患の起因病原体となりうる。細菌性のものでは腸炎ビブ

リオ、病原性大腸菌、サルモネラ、カンピロバクタなど、ウイルス性のものではSRSV、ロタウイルス、
腸管アデノウイルスなどがみられる。寄生虫ではクリプトスポリジウム、アメーバ、ランブル鞭毛虫
などがあげられる。
感染様式は、地域での散発、流行疾患としては、感染患者からの糞口感染、食品媒介感染症
としては、汚染された水、食品からの感染である。

臨床症状
原因となる病原体、あるいは感染様式、感染菌量、宿主の状態により異なるが、発熱、下痢、

悪心、嘔吐、腹痛などが見られる。当初発熱が先行し、嘔吐、下痢など腹部症状が遅れて出現
することもある。多種多様な病原体によりおこるため、また、食中毒、外科的疾患、炎症性腸疾患
などを鑑別するためにも、症状、所見、経過、便性状、腸管外症状、患者背景、季節性、海外渡
航歴、ペットの飼育などを参考にして確定診断につなげる。
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感染症の話
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検査所見では特異的なものは見あたらないが、一般に細菌感染症では白血球数、赤沈、CRP
などの増加が見られる。糞便の肉眼観察、顕微鏡による観察は、膿球（白血球）、カンピロバクタ、
寄生虫などの確認に有用である。糞便の細菌培養、ウイルス分離、便中抗原検出などが病原体
診断のために行われる。

病原体診断
病原体診断は、本疾患の治療、拡大防止を行う上で重要である。患者の糞便より、細菌培養

（細菌）、ウイルス分離（ウイルス）、直接検鏡（カンピロバクタ、寄生虫）、抗原検出（ロタウイルス、
腸管アデノウイルス、EHEC O157抗原、ベロ毒素）、電子顕微鏡（SRSV）、PCR（ノロウイルス：
旧称ノーウォーク様ウイルス、サポウイルス：旧称サッポロ様ウイルス）を行うことにより、病原体を
推定・同定する。腸管出血性大腸菌では、ベロ毒素やリポ多糖体（LPS）に対する血清抗体を測
定することによる血清学的診断も用いられる。

治療・予防
治療は、ウイルス性のものでは対症療法が中心となるが、細菌性、あるいは寄生虫によるもので
は病原体特異的な治療を行う必要がある。
種々の病原体に対する特異的な予防方法はなく、食中毒の一般的な予防方法を励行すること
と、ウイルス性のものに対しては、流行期の手洗いと患者との濃厚な接触を避けることである。い
ずれの病原体においても院内、家庭内、あるいは集団内での二次感染の防止策を考慮すること
が肝要である。
また、汚染された水、食品が原因となっているものでは集団食中毒の一部を捉えていることも
考慮に入れ、原因を特定するために注意深い問診を行うことが、感染の拡大防止や広域集団発
生の早期探知につながる。

感染症法における取り扱い
感染性胃腸炎は4類感染症定点把握疾患であり、全国約3,000カ所の小児科定点医療機関か

ら毎週報告がなされている。報告の基準は以下の通りである。
○診断した医師の判断により、症状や所見から当該疾患が疑われ、かつ、以下の2つの基準を
満たすもの
1. 急に発症する腹痛（新生児や乳児では不明）、嘔吐、下痢
2. 他の原因によるものの除外
○上記の基準は必ずしも満たさないが、診断した医師の判断により、症状や所見から当該疾
患が疑われ、かつ病原体診断や血清学的診断によって当該疾患と診断されたもの

学校保健法での取り扱い
本疾患は学校において予防すべき伝染病の中には明確に規定はされていない。ウイルス性疾
患を念頭においた流行性嘔吐下痢症が、学校で流行がおこった場合にその流行を防ぐため、必
要があれば、学校長が学校医の意見を聞き、第3種学校伝染病としての措置を講じることができ
る疾患のうち、条件によっては出席停止の措置が必要と考えられる伝染病のひとつとして例示さ
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れている。登校登園については、急性期が過ぎて症状が改善し、全身状態の良いものは登校可
能となっており、流行阻止の目的というよりも患者本人の状態によって判断すべきであると考えら
れる。もちろん、病原体診断により、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフスなどの特異的な診断が
なされた場合には、それぞれの疾患の規定に従う。

【文献】
1）Pickering LK, Cleary TG. Approach to patients with gastrointestinal tract infections and food
poisoning. In Textbook of pediatric infectious diseases, 4th ed. WB Saunders, 1998. pp567-601.

2）Anonymous. 小児のウイルス性胃腸炎　1993～1998. 病原微生物検出情報月報 Vol.19
No.11（No.225）1998.

（国立感染症研究所感染症情報センター 谷口清州）
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読者のコーナー

「読者のコーナー」では読者のみなさまからのご意見・ご質問をお待ちしております。
ご意見・ご質問は、題名（タイトル）の一番はじめにidwr-Q:をつけてこちらまでEメールでどうぞ。

idsc-query@nih.go.jp



Ministry of Health, Labour and Welfare / National Institute of Infectious Diseases 18

Infectious Diseases Weekly Report Japan 2003年 第11週（3月10日～3月16日）：通巻第5巻 第11号

グラフ総覧（11週）

インフルエンザ
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感染性胃腸炎※1999年3月までは「乳児嘔吐下痢症」として報告された患者も含む

水　痘

手足口病
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伝染性紅斑

突発性発疹

百日咳
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風　疹

ヘルパンギーナ

麻　疹（成人麻疹を除く）※1999年の12週以前は成人麻疹を含む
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流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎
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急性脳炎（日本脳炎を除く）

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎
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クラミジア肺炎（オウム病を除く）

成人麻疹

マイコプラズマ肺炎
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性器クラミジア感染症（総数）

性器クラミジア感染症（男性）
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グラフ総覧（2月） 注）1999年4月以降は定点設定が変更されております。
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第3121表　報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県・性別（総数） 平成15年2月

報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り

性器クラミジア
感染症

性器ヘルペス
ウイルス感染症 尖形コンジローム 淋菌感染症 メチシリン耐性黄色

ブドウ球菌感染症
ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

薬剤耐性
緑膿菌感染症

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

3130 3.39 729 0.79 443 0.48 1389 1.51 1804 3.89 400 0.86 40 0.09

256 5.95 48 1.12 30 0.70 120 2.79 55 2.39 2 0.09 1 0.04

35 3.18 6 0.55 9 0.82 18 1.64 5 0.83 - - - -

50 3.85 7 0.54 11 0.85 32 2.46 111 5.55 8 0.40 10 0.50

68 3.78 18 1.00 19 1.06 31 1.72 44 3.67 13 1.08 1 0.08

14 1.00 6 0.43 1 0.07 8 0.57 23 2.88 1 0.13 - -

47 4.70 4 0.40 3 0.30 13 1.30 51 5.10 9 0.90 - -

37 2.31 7 0.44 8 0.50 33 2.06 7 1.17 - - - -

93 4.43 5 0.24 6 0.29 19 0.90 19 1.73 - - - -

75 4.69 2 0.13 11 0.69 21 1.31 47 6.71 2 0.29 - -

125 5.00 27 1.08 11 0.44 20 0.80 30 3.00 6 0.60 - -

182 3.57 34 0.67 26 0.51 52 1.02 37 4.11 8 0.89 - -

108 2.84 24 0.63 30 0.79 51 1.34 30 3.33 18 2.00 - -

177 4.32 59 1.44 32 0.78 85 2.07 169 6.76 43 1.72 7 0.28

145 2.42 24 0.40 19 0.32 57 0.95 29 2.64 13 1.18 - -

31 1.55 9 0.45 7 0.35 33 1.65 53 4.08 8 0.62 - -

16 2.29 3 0.43 - - 11 1.57 45 9.00 23 4.60 1 0.20

17 1.70 7 0.70 1 0.10 11 1.10 9 1.80 7 1.40 - -

12 2.40 3 0.60 - - 10 2.00 30 5.00 8 1.33 - -

14 2.33 2 0.33 - - 2 0.33 19 1.90 22 2.20 3 0.30

67 4.19 4 0.25 15 0.94 10 0.63 43 3.91 3 0.27 - -

23 1.53 5 0.33 6 0.40 18 1.20 14 2.80 1 0.20 1 0.20

76 2.53 16 0.53 10 0.33 13 0.43 53 5.30 18 1.80 - -

190 3.73 39 0.76 29 0.57 87 1.71 44 3.38 1 0.08 - -

24 1.60 8 0.53 2 0.13 7 0.47 36 4.00 - - - -

25 2.78 2 0.22 1 0.11 11 1.22 33 4.71 - - - -

116 5.27 4 0.18 4 0.18 6 0.27 9 1.50 - - - -

279 4.73 158 2.68 57 0.97 174 2.95 32 2.29 24 1.71 1 0.07

85 1.85 19 0.41 12 0.26 52 1.13 32 2.46 8 0.62 2 0.15

30 3.33 2 0.22 2 0.22 14 1.56 39 6.50 5 0.83 - -

15 1.88 9 1.13 2 0.25 13 1.63 55 5.00 5 0.45 - -

18 3.60 1 0.20 - - 6 1.20 27 5.40 1 0.20 - -

12 1.71 1 0.14 - - 13 1.86 42 6.00 23 3.29 - -

83 4.88 11 0.65 8 0.47 56 3.29 18 4.50 1 0.25 - -

48 1.78 13 0.48 7 0.26 24 0.89 117 5.57 49 2.33 5 0.24

34 2.83 8 0.67 1 0.08 13 1.08 47 5.88 15 1.88 1 0.13

7 1.17 - - - - 1 0.17 17 2.43 - - - -

21 2.33 5 0.56 5 0.56 10 1.11 25 5.00 2 0.40 1 0.20

23 2.09 5 0.45 2 0.18 6 0.55 13 2.17 1 0.17 - -

11 1.83 - - 1 0.17 3 0.50 59 8.43 24 3.43 - -

188 5.08 59 1.59 31 0.84 96 2.59 20 1.25 3 0.19 1 0.06

19 2.71 3 0.43 - - 16 2.29 33 5.50 2 0.33 2 0.33

13 1.30 13 1.30 3 0.30 8 0.80 7 0.70 3 0.30 - -

61 4.36 19 1.36 9 0.64 17 1.21 58 3.87 2 0.13 2 0.13

12 1.20 5 0.50 2 0.20 10 1.00 44 4.40 11 1.10 1 0.10

57 5.18 5 0.45 3 0.27 40 3.64 23 3.29 5 0.71 - -

54 3.38 15 0.94 2 0.13 31 1.94 21 1.75 2 0.17 - -

37 3.08 5 0.42 5 0.42 7 0.58 30 4.29 - - - -

2月のデータ　注）3月11日集計分
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第3121表　報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県・性別（男） 平成15年2月

報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り

性器クラミジア
感染症

性器ヘルペス
ウイルス感染症 尖形コンジローム 淋菌感染症 メチシリン耐性黄色

ブドウ球菌感染症
ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

薬剤耐性
緑膿菌感染症

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

1282 1.39 322 0.35 243 0.26 1057 1.15 1168 2.52 222 0.48 30 0.06

55 1.28 17 0.40 17 0.40 56 1.30 38 1.65 1 0.04 1 0.04

18 1.64 2 0.18 - - 16 1.45 3 0.50 - - - -

18 1.38 5 0.38 8 0.62 22 1.69 74 3.70 6 0.30 6 0.30

32 1.78 5 0.28 12 0.67 26 1.44 24 2.00 8 0.67 1 0.08

2 0.14 - - - - 4 0.29 22 2.75 1 0.13 - -

16 1.60 2 0.20 - - 8 0.80 28 2.80 3 0.30 - -

18 1.13 4 0.25 1 0.06 30 1.88 6 1.00 - - - -

50 2.38 4 0.19 2 0.10 17 0.81 13 1.18 - - - -

37 2.31 1 0.06 10 0.63 18 1.13 30 4.29 2 0.29 - -

70 2.80 10 0.40 6 0.24 13 0.52 21 2.10 4 0.40 - -

54 1.06 8 0.16 14 0.27 45 0.88 25 2.78 4 0.44 - -

42 1.11 15 0.39 22 0.58 46 1.21 22 2.44 7 0.78 - -

84 2.05 28 0.68 20 0.49 57 1.39 108 4.32 26 1.04 6 0.24

75 1.25 12 0.20 10 0.17 53 0.88 13 1.18 4 0.36 - -

18 0.90 4 0.20 7 0.35 30 1.50 35 2.69 5 0.38 - -

9 1.29 1 0.14 - - 9 1.29 27 5.40 13 2.60 - -

7 0.70 3 0.30 1 0.10 7 0.70 4 0.80 3 0.60 - -

3 0.60 2 0.40 - - 10 2.00 17 2.83 4 0.67 - -

2 0.33 - - - - 1 0.17 13 1.30 16 1.60 2 0.20

17 1.06 1 0.06 4 0.25 9 0.56 30 2.73 2 0.18 - -

14 0.93 3 0.20 5 0.33 14 0.93 6 1.20 - - 1 0.20

18 0.60 7 0.23 4 0.13 11 0.37 37 3.70 12 1.20 - -

116 2.27 26 0.51 23 0.45 73 1.43 32 2.46 - - - -

8 0.53 5 0.33 1 0.07 7 0.47 24 2.67 - - - -

15 1.67 1 0.11 - - 9 1.00 17 2.43 - - - -

6 0.27 - - 2 0.09 2 0.09 8 1.33 - - - -

122 2.07 84 1.42 36 0.61 122 2.07 26 1.86 14 1.00 1 0.07

39 0.85 9 0.20 8 0.17 45 0.98 21 1.62 7 0.54 2 0.15

19 2.11 1 0.11 - - 14 1.56 26 4.33 4 0.67 - -

10 1.25 5 0.63 2 0.25 10 1.25 38 3.45 3 0.27 - -

5 1.00 - - - - 5 1.00 16 3.20 - - - -

8 1.14 - - - - 12 1.71 23 3.29 11 1.57 - -

32 1.88 2 0.12 3 0.18 38 2.24 16 4.00 1 0.25 - -

24 0.89 5 0.19 3 0.11 21 0.78 75 3.57 21 1.00 4 0.19

12 1.00 1 0.08 - - 9 0.75 26 3.25 10 1.25 1 0.13

- - - - - - - - 11 1.57 - - - -

6 0.67 2 0.22 3 0.33 7 0.78 17 3.40 1 0.20 1 0.20

6 0.55 1 0.09 2 0.18 6 0.55 8 1.33 - - - -

5 0.83 - - - - 3 0.50 33 4.71 13 1.86 - -

88 2.38 20 0.54 12 0.32 73 1.97 14 0.88 1 0.06 1 0.06

18 2.57 - - - - 13 1.86 24 4.00 1 0.17 1 0.17

- - 1 0.10 - - 4 0.40 3 0.30 2 0.20 - -

15 1.07 14 1.00 2 0.14 13 0.93 37 2.47 2 0.13 1 0.07

6 0.60 2 0.20 - - 5 0.50 31 3.10 5 0.50 1 0.10

28 2.55 1 0.09 1 0.09 33 3.00 11 1.57 3 0.43 - -

33 2.06 8 0.50 - - 27 1.69 16 1.33 2 0.17 - -

2 0.17 - - 2 0.17 4 0.33 19 2.71 - - - -
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第3121表　報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県・性別（女） 平成15年2月

報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り 報告数 定点当り

性器クラミジア
感染症

性器ヘルペス
ウイルス感染症 尖形コンジローム 淋菌感染症 メチシリン耐性黄色

ブドウ球菌感染症
ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

薬剤耐性
緑膿菌感染症

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

1848 2.00 407 0.44 200 0.22 332 0.36 636 1.37 178 0.38 10 0.02

201 4.67 31 0.72 13 0.30 64 1.49 17 0.74 1 0.04 - -

17 1.55 4 0.36 9 0.82 2 0.18 2 0.33 - - - -

32 2.46 2 0.15 3 0.23 10 0.77 37 1.85 2 0.10 4 0.20

36 2.00 13 0.72 7 0.39 5 0.28 20 1.67 5 0.42 - -

12 0.86 6 0.43 1 0.07 4 0.29 1 0.13 - - - -

31 3.10 2 0.20 3 0.30 5 0.50 23 2.30 6 0.60 - -

19 1.19 3 0.19 7 0.44 3 0.19 1 0.17 - - - -

43 2.05 1 0.05 4 0.19 2 0.10 6 0.55 - - - -

38 2.38 1 0.06 1 0.06 3 0.19 17 2.43 - - - -

55 2.20 17 0.68 5 0.20 7 0.28 9 0.90 2 0.20 - -

128 2.51 26 0.51 12 0.24 7 0.14 12 1.33 4 0.44 - -

66 1.74 9 0.24 8 0.21 5 0.13 8 0.89 11 1.22 - -

93 2.27 31 0.76 12 0.29 28 0.68 61 2.44 17 0.68 1 0.04

70 1.17 12 0.20 9 0.15 4 0.07 16 1.45 9 0.82 - -

13 0.65 5 0.25 - - 3 0.15 18 1.38 3 0.23 - -

7 1.00 2 0.29 - - 2 0.29 18 3.60 10 2.00 1 0.20

10 1.00 4 0.40 - - 4 0.40 5 1.00 4 0.80 - -

9 1.80 1 0.20 - - - - 13 2.17 4 0.67 - -

12 2.00 2 0.33 - - 1 0.17 6 0.60 6 0.60 1 0.10

50 3.13 3 0.19 11 0.69 1 0.06 13 1.18 1 0.09 - -

9 0.60 2 0.13 1 0.07 4 0.27 8 1.60 1 0.20 - -

58 1.93 9 0.30 6 0.20 2 0.07 16 1.60 6 0.60 - -

74 1.45 13 0.25 6 0.12 14 0.27 12 0.92 1 0.08 - -

16 1.07 3 0.20 1 0.07 - - 12 1.33 - - - -

10 1.11 1 0.11 1 0.11 2 0.22 16 2.29 - - - -

110 5.00 4 0.18 2 0.09 4 0.18 1 0.17 - - - -

157 2.66 74 1.25 21 0.36 52 0.88 6 0.43 10 0.71 - -

46 1.00 10 0.22 4 0.09 7 0.15 11 0.85 1 0.08 - -

11 1.22 1 0.11 2 0.22 - - 13 2.17 1 0.17 - -

5 0.63 4 0.50 - - 3 0.38 17 1.55 2 0.18 - -

13 2.60 1 0.20 - - 1 0.20 11 2.20 1 0.20 - -

4 0.57 1 0.14 - - 1 0.14 19 2.71 12 1.71 - -

51 3.00 9 0.53 5 0.29 18 1.06 2 0.50 - - - -

24 0.89 8 0.30 4 0.15 3 0.11 42 2.00 28 1.33 1 0.05

22 1.83 7 0.58 1 0.08 4 0.33 21 2.63 5 0.63 - -

7 1.17 - - - - 1 0.17 6 0.86 - - - -

15 1.67 3 0.33 2 0.22 3 0.33 8 1.60 1 0.20 - -

17 1.55 4 0.36 - - - - 5 0.83 1 0.17 - -

6 1.00 - - 1 0.17 - - 26 3.71 11 1.57 - -

100 2.70 39 1.05 19 0.51 23 0.62 6 0.38 2 0.13 - -

1 0.14 3 0.43 - - 3 0.43 9 1.50 1 0.17 1 0.17

13 1.30 12 1.20 3 0.30 4 0.40 4 0.40 1 0.10 - -

46 3.29 5 0.36 7 0.50 4 0.29 21 1.40 - - 1 0.07

6 0.60 3 0.30 2 0.20 5 0.50 13 1.30 6 0.60 - -

29 2.64 4 0.36 2 0.18 7 0.64 12 1.71 2 0.29 - -

21 1.31 7 0.44 2 0.13 4 0.25 5 0.42 - - - -

35 2.92 5 0.42 3 0.25 3 0.25 11 1.57 - - - -
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第1104表　新登録患者数・都道府県別 平成15年2月

報告数

結　核

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

2323

79

26

22

27

20

11

32

42

30

23

104

109

285

136

41

12

18

8

5

17

49

69

144

32

26

48

288

135

31

20

4

7

26

25

31

8

21

23

9

104

17

37

29

9

11

46

27

注）3月24日集計分
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11週のデータ　注）表中の報告数は3月20日集計分であり、その後の報告数は次週以降の累計に反映されます。

第3101表　報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

エボラ出血熱 クリミア ペスト マールブルグ病 ラッサ熱 コレラ 細菌性赤痢 腸チフス パラチフス
・コンゴ出血熱

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - - - 4 9 109 2 15 - 5

- - - - - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 6 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 4 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 2 - 2 - -

- - - - - - - - - - - - 1 9 - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 3 - - - -

- - - - - - - - - - - 1 4 22 1 4 - 2

- - - - - - - - - - - 1 - 8 - - - 1

- - - - - - - - - - - - - 6 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 6 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 1 1 - -

- - - - - - - - - - - 1 - 5 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 3 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 6 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - 2

- - - - - - - - - - - 1 - 1 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 5 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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第3101表　報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

急性灰白髄炎 ジフテリア 腸管出血性 アメーバ赤痢 エキノコックス症 黄 熱 オウム病 回帰熱 ウイルス性肝炎
大腸菌感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - 6 93 8 107 - 3 - - - 7 - - 10 181

- - - - 1 4 - - - 3 - - - - - - - 5

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - 1 - - - 3

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 4

- - - - - 7 - 1 - - - - - - - - - 3

- - - - - 1 - 1 - - - - - - - - 1 2

- - - - - - - 2 - - - - - - - - - -

- - - - - 3 - 2 - - - - - - - - - -

- - - - - - - 2 - - - - - 2 - - - 3

- - - - - 1 1 1 - - - - - - - - - 1

- - - - - 1 - 8 - - - - - - - - - 6

- - - - - 5 - 2 - - - - - - - - - 4

- - - - 2 9 2 24 - - - - - - - - 1 26

- - - - - 3 - 15 - - - - - - - - - 9

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 2

- - - - - 2 - - - - - - - - - - - 1

- - - - - 6 - 1 - - - - - - - - - 4

- - - - - 2 - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - - - - - - - 3

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 3

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - 2 - - - - - - - - - - - 1

- - - - - 5 2 12 - - - - - - - - - 8

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - 5 - 1 - - - - - - - - - 1

- - - - - 4 2 14 - - - - - 3 - - 2 15

- - - - 2 8 - 2 - - - - - - - - - 10

- - - - - - - 2 - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 5

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - 3 - 2 - - - - - - - - - 8

- - - - - 1 - 1 - - - - - - - - - 6

- - - - - 5 - - - - - - - - - - - 4

- - - - - 6 - - - - - - - - - - 1 1

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 2

- - - - - - 1 2 - - - - - - - - 2 13

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 3

- - - - - 3 - 2 - - - - - - - - 1 9

- - - - - 4 - 1 - - - - - - - - 1 1

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 2

- - - - 1 1 - 2 - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - 4

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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第3101表　報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

Ｑ 熱 狂 犬 病 クリプト クロイツフェルト 劇症型溶血性 後天性 コクシジ ジアルジア症 腎症候性出血熱
スポリジウム症 ・ヤコブ病 レンサ球菌感染症 免疫不全症候群 オイデス症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- 1 - - 1 1 - 23 1 21 10 166 - - 1 11 - -

- - - - - - - 1 - 1 - 4 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 1 - - - 1 - -

- - - - - - - - - 1 - 3 - - - - - -

- - - - - - - 1 - - 1 4 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 5 - - - - - -

- - - - - - - 1 - 1 - 5 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 10 - - - - - -

- - - - - - - 1 - 1 3 55 - - 1 5 - -

- - - - - - - - - 1 1 13 - - - 2 - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 2 - - - - - -

- - - - - - - 2 - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - 1 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 3 - - - - - -

- - - - - - - 3 - - - 3 - - - - - -

- - - - - - - 1 - - 1 13 - - - - - -

- - - - - - - - - 3 - 5 - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - 3 - - - - - -

- - - - - - - 1 1 3 - 2 - - - - - -

- - - - 1 1 - - - - 2 15 - - - 3 - -

- - - - - - - - - - - 5 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - 1 3 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 2 - - - - - -

- - - - - - - 2 - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - 3 - 1 - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 2 - - - - - -
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第3101表　報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

髄膜炎菌性 先天性風疹 炭 疽 ツツガムシ病 デング熱 日本紅斑熱 日本脳炎 乳児 梅 毒
髄膜炎 症候群 ボツリヌス症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

2 7 - - - - 1 28 - 4 - - - - - - 1 92

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 4

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 4

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - 6 - - - - - - - - - 4

1 2 - - - - - - - - - - - - - - - 16

- 3 - - - - - - - 1 - - - - - - - 3

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - 1 - 1 - - - - - - - 4

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 7

1 2 - - - - - - - 1 - - - - - - - 7

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 3

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - 5

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 6

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - 2 - - - - - - - - - 1

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - 3

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - 5 - - - - - - - - - -

- - - - - - 1 10 - - - - - - - - - 4

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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第3101表　報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

破 傷 風 バンコマイシン ハンタウイルス Ｂウイルス病 ブルセラ症 発疹チフス マラリア ライム病 レジオネラ症
耐性腸球菌感染症 肺症候群

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

1 11 - 13 - - - - - - - - - 18 - - 1 33

- - - 8 - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- 1 - - - - - - - - - - - - - - - -

- 2 - 1 - - - - - - - - - 4 - - - 6

- 1 - 2 - - - - - - - - - 3 - - - 2

- 1 - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 3

- 1 - - - - - - - - - - - 2 - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - 4

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 4

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 1 - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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第3101表　報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

ウエストナイル熱
（ウエストナイル脳炎を含む）

報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -
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第3102表　報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県別 平成15年11週

インフルエンザ 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性 感染性胃腸炎 水　痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発疹 百　日　咳
レンサ球菌咽頭炎

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

46464 9.84 280 0.09 4253 1.40 30192 9.91 5570 1.83 452 0.15 583 0.19 2080 0.68 27 0.01

2420 10.52 12 0.08 410 2.83 437 3.01 233 1.61 7 0.05 113 0.78 76 0.52 1 0.01

982 15.11 - - 45 1.07 161 3.83 57 1.36 1 0.02 3 0.07 25 0.60 - -

1713 27.63 - - 23 0.61 150 3.95 49 1.29 - - 23 0.61 22 0.58 - -

1888 20.75 2 0.03 91 1.54 626 10.61 115 1.95 4 0.07 29 0.49 41 0.69 - -

1702 30.95 4 0.11 53 1.51 284 8.11 34 0.97 2 0.06 5 0.14 22 0.63 - -

1519 31.65 1 0.03 110 3.67 294 9.80 46 1.53 24 0.80 4 0.13 23 0.77 - -

878 10.98 - - 84 1.75 398 8.29 46 0.96 4 0.08 4 0.08 45 0.94 - -

607 5.14 2 0.03 73 0.99 400 5.41 79 1.07 1 0.01 4 0.05 24 0.32 - -

335 4.79 2 0.04 69 1.50 329 7.15 49 1.07 6 0.13 4 0.09 31 0.67 4 0.09

567 5.67 3 0.05 62 1.00 387 6.24 101 1.63 10 0.16 15 0.24 41 0.66 - -

918 3.57 6 0.04 291 1.82 1619 10.12 224 1.40 24 0.15 18 0.11 134 0.84 1 0.01

1562 7.66 20 0.16 267 2.07 1320 10.23 197 1.53 7 0.05 27 0.21 95 0.74 1 0.01

454 2.55 2 0.01 78 0.55 905 6.37 113 0.80 1 0.01 10 0.07 61 0.43 1 0.01

1681 5.00 15 0.07 233 1.13 1796 8.68 262 1.27 9 0.04 33 0.16 154 0.74 - -

1291 13.04 5 0.08 119 1.98 911 15.18 148 2.47 13 0.22 25 0.42 33 0.55 - -

517 10.77 5 0.17 115 3.97 554 19.10 88 3.03 9 0.31 11 0.38 20 0.69 - -

566 11.79 10 0.34 133 4.59 327 11.28 46 1.59 1 0.03 1 0.03 20 0.69 - -

837 26.16 13 0.59 78 3.55 313 14.23 43 1.95 35 1.59 3 0.14 15 0.68 - -

265 6.46 - - 12 0.48 91 3.64 12 0.48 - - 1 0.04 6 0.24 1 0.04

961 11.05 - - 167 3.04 485 8.82 108 1.96 16 0.29 19 0.35 38 0.69 2 0.04

162 1.93 - - 70 1.32 466 8.79 56 1.06 10 0.19 2 0.04 33 0.62 - -

1218 8.89 2 0.02 71 0.83 820 9.53 198 2.30 6 0.07 24 0.28 78 0.91 - -

550 2.88 23 0.13 233 1.28 1490 8.19 437 2.40 23 0.13 18 0.10 125 0.69 1 0.01

448 6.14 1 0.02 80 1.78 762 16.93 84 1.87 5 0.11 17 0.38 40 0.89 - -

463 8.74 1 0.03 15 0.47 117 3.66 36 1.13 10 0.31 3 0.09 19 0.59 - -

965 7.66 2 0.03 32 0.42 634 8.34 80 1.05 20 0.26 4 0.05 32 0.42 - -

1714 5.64 19 0.10 154 0.79 1497 7.68 258 1.32 23 0.12 15 0.08 113 0.58 - -

1811 9.15 19 0.15 99 0.77 1438 11.23 230 1.80 6 0.05 19 0.15 99 0.77 2 0.02

297 5.40 10 0.29 12 0.34 357 10.20 48 1.37 1 0.03 4 0.11 22 0.63 - -

657 13.14 - - 7 0.23 271 8.74 46 1.48 - - 7 0.23 11 0.35 - -

506 17.45 - - 45 2.37 289 15.21 31 1.63 3 0.16 8 0.42 11 0.58 - -

312 8.21 2 0.09 16 0.70 264 11.48 39 1.70 - - - - 9 0.39 1 0.04

1026 12.21 1 0.02 28 0.52 478 8.85 122 2.26 1 0.02 5 0.09 20 0.37 4 0.07

108 0.91 10 0.13 86 1.15 1269 16.92 147 1.96 6 0.08 8 0.11 49 0.65 - -

1905 27.21 7 0.14 111 2.27 928 18.94 112 2.29 10 0.20 16 0.33 41 0.84 - -

798 21.00 - - 20 0.87 157 6.83 42 1.83 1 0.04 2 0.09 10 0.43 - -

686 13.45 2 0.06 25 0.78 355 11.09 43 1.34 8 0.25 3 0.09 22 0.69 - -

850 13.28 2 0.05 59 1.51 515 13.21 87 2.23 7 0.18 4 0.10 29 0.74 - -

614 12.53 1 0.03 78 2.52 275 8.87 77 2.48 1 0.03 10 0.32 14 0.45 - -

3393 17.14 23 0.19 167 1.39 1665 13.88 371 3.09 20 0.17 15 0.13 129 1.08 6 0.05

1201 30.79 4 0.17 35 1.52 312 13.57 65 2.83 9 0.39 1 0.04 34 1.48 - -

360 5.14 - - 30 0.68 519 11.80 91 2.07 9 0.20 5 0.11 13 0.30 - -

1017 12.56 21 0.43 101 2.06 836 17.06 117 2.39 4 0.08 4 0.08 60 1.22 2 0.04

1290 22.24 2 0.06 54 1.50 759 21.08 112 3.11 9 0.25 5 0.14 28 0.78 - -

728 12.13 6 0.16 63 1.70 936 25.30 162 4.38 69 1.86 10 0.27 51 1.38 - -

1209 12.34 20 0.33 42 0.70 875 14.58 168 2.80 9 0.15 10 0.17 45 0.75 - -

513 8.84 - - 7 0.21 121 3.56 261 7.68 8 0.24 12 0.35 17 0.50 - -
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風　疹 ヘルパンギーナ 麻　疹 流行性耳下腺炎 急性出血性 流行性角結膜炎 急性脳炎 細菌性髄膜炎 無菌性髄膜炎
（成人麻疹を除く） 結膜炎 （日本脳炎を除く）

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

88 0.03 116 0.04 266 0.09 1890 0.62 20 0.03 428 0.67 2 0.00 1 0.00 10 0.02

1 0.01 4 0.03 7 0.05 67 0.46 1 0.03 12 0.41 - - - - - -

4 0.10 1 0.02 - - 56 1.33 - - 7 0.64 - - - - 1 0.17

2 0.05 - - 2 0.05 44 1.16 - - 19 1.58 - - - - - -

4 0.07 1 0.02 16 0.27 55 0.93 - - 2 0.18 - - - - - -

- - - - - - 90 2.57 - - 5 0.71 - - - - - -

- - 1 0.03 - - 12 0.40 - - 3 0.38 - - - - - -

3 0.06 - - 28 0.58 37 0.77 1 0.08 4 0.33 - - - - - -

3 0.04 1 0.01 1 0.01 14 0.19 - - 25 1.56 - - - - - -

2 0.04 - - 10 0.22 32 0.70 - - 8 0.67 1 0.14 - - - -

- - - - 1 0.02 87 1.40 - - 32 2.29 - - - - - -

2 0.01 10 0.06 43 0.27 46 0.29 1 0.03 10 0.28 - - 1 0.11 - -

4 0.03 2 0.02 31 0.24 55 0.43 2 0.06 33 0.97 - - - - - -

4 0.03 3 0.02 13 0.09 29 0.20 1 0.07 10 0.71 - - - - - -

7 0.03 8 0.04 25 0.12 69 0.33 1 0.02 21 0.50 - - - - - -

- - 1 0.02 - - 41 0.68 - - 3 0.33 - - - - - -

1 0.03 - - - - 5 0.17 - - 2 0.29 - - - - - -

- - 1 0.03 - - 9 0.31 - - - - - - - - - -

- - 1 0.05 - - 5 0.23 - - 1 0.33 - - - - - -

- - 2 0.08 1 0.04 11 0.44 - - 4 1.33 - - - - - -

- - - - 2 0.04 20 0.36 - - - - - - - - - -

- - - - - - 32 0.60 - - 2 0.17 - - - - - -

1 0.01 1 0.01 - - 59 0.69 - - 3 0.15 - - - - - -

1 0.01 10 0.05 1 0.01 104 0.57 - - 25 0.71 - - - - - -

- - 2 0.04 - - 14 0.31 - - 2 0.17 - - - - - -

- - - - - - 12 0.38 - - 2 0.29 - - - - - -

- - 3 0.04 4 0.05 32 0.42 - - 4 0.22 - - - - 2 0.40

2 0.01 12 0.06 8 0.04 64 0.33 2 0.04 22 0.45 - - - - - -

4 0.03 4 0.03 1 0.01 176 1.38 1 0.03 25 0.71 - - - - 2 0.17

- - 1 0.03 - - 35 1.00 - - 2 0.22 - - - - - -

4 0.13 1 0.03 - - 11 0.35 - - 1 0.25 - - - - 1 0.09

- - 6 0.32 - - 28 1.47 - - 3 1.00 - - - - 2 0.40

- - 2 0.09 - - 12 0.52 - - 1 0.33 - - - - - -

24 0.44 - - - - 43 0.80 - - 16 1.33 - - - - - -

3 0.04 2 0.03 - - 45 0.60 2 0.10 30 1.50 1 0.05 - - - -

1 0.02 6 0.12 1 0.02 31 0.63 2 0.22 6 0.67 - - - - - -

- - - - 8 0.35 8 0.35 - - 1 0.25 - - - - - -

- - - - 1 0.03 8 0.25 - - 2 0.67 - - - - - -

- - 1 0.03 1 0.03 16 0.41 - - 9 1.29 - - - - - -

2 0.06 1 0.03 - - 60 1.94 - - 7 2.33 - - - - - -

3 0.03 13 0.11 7 0.06 68 0.57 - - 24 0.92 - - - - - -

- - 3 0.13 - - 6 0.26 - - 2 0.50 - - - - - -

- - - - - - 67 1.52 5 0.63 9 1.13 - - - - - -

- - 4 0.08 - - 10 0.20 1 0.11 4 0.44 - - - - - -

- - 5 0.14 - - 20 0.56 - - - - - - - - - -

- - 1 0.03 31 0.84 28 0.76 - - 2 0.50 - - - - 1 0.14

5 0.08 - - 22 0.37 96 1.60 - - 17 2.83 - - - - - -

1 0.03 2 0.06 1 0.03 21 0.62 - - 6 0.60 - - - - 1 0.14
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マイコプラズマ クラミジア肺炎 成人麻疹
肺　炎 （オウム病を除く）

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

106 0.23 4 0.01 14 0.03

1 0.04 - - - -

14 2.33 - - - -

5 0.25 - - - -

7 0.58 1 0.08 - -

1 0.13 - - - -

5 0.50 - - 1 0.10

2 0.29 - - 1 0.14

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - 1 0.11

- - 2 0.15 2 0.15

1 0.04 - - 5 0.20

- - - - 1 0.08

10 0.83 - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

8 0.80 - - - -

3 0.27 - - 1 0.09

- - - - - -

- - - - - -

2 0.17 - - - -

- - - - - -

2 0.29 - - - -

- - - - - -

9 0.60 1 0.07 - -

3 0.25 - - - -

3 0.50 - - - -

1 0.09 - - - -

3 0.60 - - - -

- - - - - -

2 0.40 - - 1 0.20

- - - - - -

1 0.13 - - - -

- - - - - -

- - - - - -

5 0.83 - - - -

1 0.13 - - 1 0.13

- - - - - -

- - - - - -

3 0.27 - - - -

4 0.27 - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

10 1.43 - - - -
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本週報は、感染症新法に基づくものであり、全国の医
療従事者、定点医療機関、保健所、保健所設置市、特別
区、都道府県、地方衛生研究所、検疫所の皆様のご協力
を得て、国立感染症研究所感染症情報センターにおいて
編集したものです。
また、本週報は速報性を重視しておりますので、今後調
査などの結果に応じて、若干の変更が生じることがありま
すが、その場合には週報上にて訂正させていただきます。
「感染症の話」及び「読者のコーナー」の回答欄の内容
に関する責は、それぞれの執筆者及び回答者に属します
が、内容に関するご質問、ご意見については事務局でお
受けいたします。
なお、週報の内容について、学術的研究、あるいは公
衆衛生活動にかかわる業務以外の目的においては、無断
転載を禁じます。
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